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アイヌ工芸の200年
一その歴史概観

齋藤玲子※

1.は じめに

　本研 究会 「先住民族 アー ト・プロジェ ク ト」が 口指 す もの は、 アイヌ民族 の造

形(ア ー ト)の 将来 的発展 に対す る学 問的貢献 で した。筆者 はアイヌの工 芸の歴

史 につ いて これ まで もい くつか発表 して きま したが、 それは現在 の状況 を長 い歴

史 をふ まえて把握 す るためで あ り、将来 を考 える際 の材料 とす るためです。工芸

品 を作 る人た ちは、 民族 として の歴史 や個 人の経験 な どを大切 に しなが ら、現在

の活動 を続 けて い ます。過去 と現在 を比べ、 その盛衰 に憂 慮 した り、 旧来 の型 を

打破 しよ うとした り、新 しい流 れ に自 ら漕 ぎ出 そ うとして い る と感 じて います。

本稿 は、 財団法 人 アイ ヌ文化振興 ・研究 推進機構(編)『 アイ ヌか らのメ ッセ ー

ジ2007　 一 現在 か ら未来へ一 』(平 成19年 度 アイヌ工芸品展 図録)所 収 の 「ア

イ ヌ工芸 の過去 と現在 　200年 のメ ッセー ジ」 を若干修 正 した もので、近世か ら

平成 の現在 に至 るまでの工 芸の変遷 の概 観で す[齋 藤2007]。 観光 の発達や変

化 とい う背景 も考慮 しなが ら、 時代 は昭和期 を厚 く、 また地域 として は旭川 を例

にアイヌの工芸 の歴 史 を振 り返 った ものです。 これ まで の論考等 との重複が避 け

られ ない部分 もあ りますが、 ご容赦 いただ けれ ば、幸 いです。

※さいとう　 れいこ

アイヌ民族をはじめ、カ

ナダやアラスカなど北方

の先住民族の文化 と歴史

について研究。特に物質

文化について、衣食住な

どの生活用具 とその素材

に関心がある。 また、工

芸品の商品化や観光に着

目し、先住民の文化変容

や非先住民社会 との関係

の歴史を明らかにしたい

と考えている。おもな著

作は 『極北 と森林の記憶

イヌイットと北西海岸イ

ンデ ィアンの版画』(共

編2010年)、 「北海道ア

イヌの歴史」「たべる」『千

島 ・樺太 ・北海道　アイ

ヌの くらし　一 ドイッコ

レクシ ョンを中心に一』

(2011年)な ど。

2.近 世 の工芸　蝦 夷土産

　 アイ ヌの工 芸が独特で精緻 な もので あった こ とは、江戸時代 の文献か ら読 み取

るこ とがで きます。元来、 アイ ヌは自分 たちの生活で使 うために物 を作 って きま

したが、その器物 には文様 を彫 りこみ、手 間のかか る織物や編物 を作 り、細や か

な刺 しゅうを施 してい ました。 それが、 あ る時期か ら和人 のため に、 ことに贈与

・交換用 あるいは売 り物 としての工芸品 を製作 す るよ うにな りました。

　 この こ とを示 す記述 は、18世 紀 に現 れ て きます。 筆者 は以前 、最初 に幕府 が

蝦 夷地 を直轄 す る ようになる19世 紀 の初 期か ら、幕府 の役 人や探 険家等 の蝦 夷

地 への来訪が増 え、 そ う した人び と向けの 「蝦夷みや げ」 として アイ ヌの工 芸品

の需要が高 まった と想定 しま した。 また、 アイ ヌに関 す る記録 も多 く著 され るよ

うになった ため、工芸 品 に関す る情報 が増 え、 同時 に需要 を生む要因 となった可

能性が ある と考 えてい ました[齋 藤1994]。 しか し、近年 の研 究 によれ ば、 もっ

と早 い時期か らアイ ヌが作 る細工物 は、江 戸 をは じめ とす る都 市 の知識人 たち に

知れ わた って いた ことが明 らか になって きてい ます[佐 々木2000;山 本2000
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な ど]。

　 近世前期 には、 アイ ヌか らの交易品 として、海産物、毛皮、鷲 羽のほか、大 陸

産の錦やガ ラス玉が あげ られ るものの、 アイヌ自製 の工芸 品はほ とん ど含 まれて

いませ ん。 中世 まで の蝦夷地 は 「交易の地」 で したが、幕藩権 力 によって17世

紀末 時点 を以 てその活動 を制 限 され、18世 紀後 半 には 「商 品生産 の場」へ とそ

の経済状況が変化 した結果、 アイヌは交易で入手 していた和産物 を場所 での労賃

のかた ちで入手せ ざるを得 な くな りま した。 この ような歴史 的状況 の下 で、工 芸

品が生産 された とい う指摘 は重要 です[海 保1985]。

　 具体 的 に、和人のた めに作 られた木彫 につ いて書かれ た記録 をみてい くと、平

秩東作 の 『東遊 記』(1783)や 松浦 武四郎 の 『近 世蝦夷人物 誌』(1858)な どに

は、刃物 一本 で盆、匙、茶托、手拭掛 、糸巻 な どの精巧 な彫物 を しあげ るアイ ヌ

の技術 の高 さや、見本 をつかわ して希望の物 を彫 らせて いた こ とが書 かれてい ま

す。 また、児玉紀成 の 『蝦 夷 日記』(1808)や 村尾元長 『あいぬ風俗略志』(1892)

な どには、山越 内 ・沙流 ・厚岸 ・斜里な ど細工物 を入手で きる地名 や献 上品を納

めた場所 も示 されて います[齋 藤1994;大 塚1996]。 また、択捉 の シタエ ホ

リをはじめ、現存す る作品 とともに細 工の上手 な者 として よ く知 られ る人物 もい

ま した[伊 藤1996;秋 野1998]。

　 一例 をあげれば、谷元旦が寛政ll(1799)年 の旅で著 した 『蝦夷蓋開 日記』には、

7月 の勇払滞留 中 に薬草写 生の謝礼 として松 前付添役 人か ら、 「夷人細 工」 の筆

管 とマ キ リ鞘 を贈 られてい ます。 その2か 月 あ ま り前 には、登別で昼休 み を とっ

た家の主が 「蝦夷の細工人 にて勝 手 よ く…」 と、富裕者で あった こ とを記 してい

ます[谷2002]。

　 この よ うに工芸品 を専門 に作 る人 もいた よ うで すが、場所請負 人に雇用 されて

い ない人や冬季 間の 「自分稼 」の一つ として、女性 は アッ トゥシをは じめ とす る

織 物や編物 を作 り、男性 は狩猟 で得 た獣 皮や細工物 を米 な どの内地商 品 に変 えて

い ま した。なお、 アイ ヌが主体 的 にお こな った活動 として、近年 、 自分稼 に関す

る研究 は注 目されてい ます[谷 本2003]。

　 織物 や編 物 は漁労等の必需品 として取引 されて いた ことが知 られてい ます。オ

ヒ ョウ(ニ レ科の樹 木)の 内皮 を糸に して織 るアッ トゥシは、その堅牢 さ、防寒 ・

防水性 な どか ら、船乗 りや漁労関係者 に愛用 され た ようで す。 しか し、 アッ トゥ

シの緻 密 さや製法 の珍 しさ等 について言及 した記述 も少な くはない ものの、工 芸

品 としてみ なされていたか どうか は疑問です。莚(キ ナ/ガ マ製 の敷物)や シナ

縄(シ ナ ノキ樹 皮か ら作 られた荷 縄)な ど梱包材 として利用 された もの と同等 に

近 い扱 いで あった と考 え られ ます。本 田優子 は、幕 末 に多量 のア ッ トゥシが交 易

されて いた ことを明 らかに し、明治以降 も同9(1876)年 か ら14年 まで は全 道



アイヌ工芸の200年 　齋藤玲子

で10,000反 を超 え る量 が産 出 され、和人 を含 む漁業者が労働 衣 として着用 して

いた可能性 を提示 しま した[本 田2002、2003]。 多 く産 出 して い るのは、胆振、

十勝 、釧路 な ど特 定の地域で あるにせ よ、 アイヌの女性が これ らの生産 に相 当の

労力 を費や していた こ とは、他 の仕事 ひいて は文化全般 に も影響 を及 ぼ した もの

と推測 され てい ます[本 田2002、2003;児 島2003]。

3.明 治期 のアイ ヌ細工

　 明治期 には、勧農政策 で居住 地 の移転 と土地利用制 限、サ ケ漁 ・シカ猟 の規制

な ど生業活動 の転換 を余儀 な くされ る とともに、言語 ・風俗 の同化政策 のために

伝統 的な文化 は大 き く変化 しま した。物質文化 に して も本州産物や工業製 品の移

入 が増 え、 日常 生活 に使 われ る自製 品は数量 ・質 ともに衰退せ ざ るを得 ませ んで

した。

　一方 で授産策 として、 とくに冬 の農閑期 の副業 の一つ として工芸が奨励 されて

いた こ とを示 す事例 が あ ります。 また、児童 らの教育 において も、 「実 業科」 で

女子 には裁縫や蓆 編 み を、男子 は夏期 に農業、冬期 は 「手工」 として彫刻 をさせ

る との規程 が掲 げ られ てい ま した[小 川1997]。 授業 で作 った製 品 の一 部 は販

売 もされた ようですが、実態 につ いて は不明 な点が多 く、今後 の研究が待 たれ ま

す。

　 当時の新 しい動 き としては、博 覧会へ の出品が あげ られ ます。明治6(1873)

年 のウィー ン万博 な どのため に作 られた アイ ヌの工芸 品類 は、後 に東京 国立博物

館 に収蔵 され ま した[佐 々木1995]。 『明治八、九年 開拓史公 文録』 には 「細工

巧者 土人雇入 二付伺 」 として博覧会用 の 品を作 らせ るため平 賀村(現 ・日高 町)

のイモ ンパ ウ クを雇用 す る伺 いが収録 されて います。 イモ ンパ ウ クにつ いては後

述 の大正期 の博覧会 に も出品、以降 もその作品が陳列 されて いた可能性が指摘 さ

れ てい ます[山 田2000]。

　 国内の需要 のみな らず、明治期 には欧米 の人類学者等 が博覧会 の準備や研究 の

ためにアイ ヌの民族資料 を収集 し、本国へ持 ち帰 ってい ます。 これ らは小谷凱宣

らの調査 によ り大要 が把握 され てい ます[小 谷2001]。 当時、生活の変容 か ら

か積極 的に購入 の要望 を受 け入れ る場合 もあれ ば、一方で儀礼具 な どを売 り渋 る

様子 も記録 されてい ます。

　一例 をあげ る と、明治11(1878)年 の旅行 で 『日本奥地紀行』を著 したイザペ ラ・

バ ー ドは、平取 に滞在 中、工芸品 の売買 に関 して、次 の ように書 いてい ます。宿

泊料 を受 け取 らないため 「手工品」 を買 って援助 したい と思 った ものの、物 を く

れ ようとはす るが、買いたい とい うと手放 した くない といい ます。 しか し、再度

や って きて、提 示 した額 の半分 の値 打 ち しか ない といい、 「弓 と三本 の毒 矢、菱
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形模様 をつ けて葦草 を赤 く染めた二枚 の葦 草製の蓆 、鞘 のつ いた小刀、樹皮製 の

衣服 」 を1ド ル10セ ン トで売 って も らい ました。生 きて い る人 間の酒 箸 を手放

すのは 「彼 らのな らわ し」 ではない との理 由で、酒 箸 は売 って もらえなか ったの

ですが、後 日亡 くなった人 の ものを贈 られ てい ます。 このほか、男 たちは狩猟 と

魚 とりが彼 らの仕 事で あ るとし、 「室 内の レク リエー シ ョン」 として彼 らは煙草
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ひくママ　
入 れや小刀 の鞘、酒箸 や機 の梭 を彫 って作 る。」 とも記述 し、蓆 や ア ッ トゥシを

売 ることにつ いて も触れ ています[バ ー ド2000]。

　 明治 の前期 は、北海道へ の移住促進、外 国人顧 問団の招聘 、勧業振興策等 に付

随 して、行政 当局が観光 的取組 み を始 める時代 です。明治14(1881)年 には時

の天皇が北海道 を旅行 し、 白老で熊送 り儀礼や アイ ヌの舞 踊 を視察 しま した。熊

送 り儀礼 は形式 的な もので したが、 その後 も皇族 の来訪 があ り、 アイ ヌの集落 と

して白老が有名 にな る引 き金 とな りました。 明治後 半 には 日本の各地 に鉄道が敷

設 され、旅 行が うなが され るようにな りま した。 また当時 の文献 か ら、 「アイ ヌ

細工」 とい うことばは、明治末頃 まで に北海道 への視察旅 行な どの増加 とともに

定着 した もの と想定で きます。近世 よ りもさらに多 くの文書 や写真、実物資料が

国 内外 に残 され る明治期 の工芸 につ いて は、今後 の調査研 究の進展 によ り新た な

様相が明 らか になるもの と期待 してい ます。

4.大 正～戦前

　 日本 で観光旅行 が一般化 して くるのは、第一次 世界大戦(1914-18)後 と考 え

られて います。旅行がで きたの は一部 の富裕者や役人 ・学者 に限 られたで しょう

が、旅 行雑誌 が発刊 され、旅 の情報 が全 国 的 に流通 し始 め る時代 です。旭 川 の

豊栄 小学校 で は大正6(1917)年 に、 白老 コタンで は1919年 か ら来訪 者 が急

増 して い る ことな どか ら、 この ころ観光 が定 着 した と仮 定 されて い ます[小 川

1997]。 鉄道沿線案 内や北海道年鑑 等 の文献 か らも、旭川近文 と白老 の アイ ヌ集

落が、観光で きる場所 として周知 されてい るこ とは確 かです[齋 藤2001]。

また、 限 られた事例 で はあ る ものの、授産 策 として工芸 品 の奨 励 も行 わ れて い

ま した。北海道庁 の 『旧土人 に関す る調査 』(1918)に は、旭川 区(当 時)は 大

正4(1915)年 来、 男性 による独特 の彫 刻 を施 した盆、箸 、手拭掛、匙、洋杖 、

羽織掛等の木工品、女性 による刺繍 を施 した卓子掛、座布 団表 、信 玄袋及 び蒲製

茣蓙等 の製品 を買 い上 げ、材料の供 給 を行 ない、産額 の増加 を図 りつつ ある と記

されて います[北 海道庁 内務部1998]。

　明治期 に引 き続 き、博 覧会 では工 芸品が紹介 され ま した。大正7(1918)年 に

札幌 の中島公園 を主会場 に開催 された 「開道五十年記念北海道博 覧会」 に 「拓殖

教育衛 生館 」 とい う陳列館が設 け られ ま した。閉幕後 も 「拓殖館 」(後 に 「北海
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道拓 殖館」)と い う名 で残 され、 そ こには アイ ヌの生 活用具 や儀 礼具 、 そ して工

芸 品が あ りま した。400点 近 い これ らの民族 資料 は現在北海道 開拓記念館 に収 蔵

され てお り、 目録 や研 究報告 が出 されて い ます。同博覧会 に はアイヌ細工や絵 葉

書 といった 「みや げ」売店 があった ことも、写 真か ら知 るこ とがで き ます[山 田

2000;出 利 葉2001]。 また、北 原次郎太 は、 アイ ヌが文様 を施 す に は下絵 や見

本様 の もの に頼 らず直接 自由に彫刻 して い く、 とされて いた これ まで の 「通 説」

に対 し、 「旧拓殖館資 料」 の 中の大 型 の盆 を例 に、 区画 割や エス キース(縮 小 版

の試 し描 き)を 利用 した可能性 を示 してお り、興 味深 い ものです[北 原2003]。

図1「 え もん ぱ」(ニ イモ ンパ ウク)作 の盆。

『旧拓殖館所蔵 民族 資料 コレクション資料 目録 』

(北海道開拓記念館 一括資料 目録第37集)よ り

　大正後期 には国立公 園制定 が始 動 し、 昭和9(1934)か らll(1936)年 の間

に全 国 に12の 公 園が指 定 され ま した。 そ して、 昭和12(1937)年 には東京 の

伊勢丹 デパ ー トで 『観 光の北海道展 覧会』が 開催 され ま した。東 京鉄道局 ・日本

旅行協 会 ・札幌鉄道局 ・北海道庁 が主催 して、 国立公 園 となった大雪 山 と阿寒 を

中心 に紹介 した もので、残 され た写 真帳か らは、熊彫 りの実演 や、 白老 の宮本 エ

カ シマ トクの講演 な どが行われ ていた こ とが わか ります。

　後 述 の旭 川 の歴 史 で触 れ る よ うに、 大正 末 期 に始 まった 木彫 り熊 は昭 和10

(1935)年 ころ まで に急成長 を とげ、 北海道 の名 物 となって い ま した。昭 和12

(1937)年 の 『北海 道 工業 試」験場 時報 』 「木彫 熊 とア イ ヌ細 工 につ い て」 で は、

同15(1940)年 に札 幌で開催 が予定 されて いた冬季 オ リン ピックを見込 み、技

術 向上 と実用 品 の アイデ ィアが示 され ま した[坪 田1937]。 戦 争 によ りオ リン

ピ ックが 中止 にな ったた め、 この成 果 は活か され ませ んで したが、後 の輸 出商 品

やみや げ品製作 につ なが るもの と考 え られ ます。 伝統 的 な生活用 具 を発展 させ た

アイヌ細工 か ら、全 く新 たな工 芸品が生み 出され るよ うになった時代 とい えます。

　 また、 日本民藝協 會 の 『工藝』106・107号(昭 和16・17年)で はアイ ヌ文
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化 の特 集が組 まれ、 その美が称 え られ ま した[日 本民藝協 會1941-42]。 アイ ヌ

の工 芸が民芸運動 に取 り込 まれ た こ とは、戦後 の復活や販 路拡大 に結 びついた可

能性 もあ ります。

5.旭 川 の工芸品の歴史

　 ここで、旭川 におけ る工芸 の歴史 の概 略 を紹介 してお きます。早 くか らアイ ヌ

が商 品 としての工芸 品製 作 に携 わ り、木彫 り熊発祥 の地 の一つ として、 また工芸

発展 のための取 り組 み を先進的 に行 って きた旭川 は、今 の工芸家 たちに も少 なか

らぬ影響 を与 えた地 で す。近年 は詳細 な研 究 も発表 されて い ます[相 川1994;

川上 ほか2000;金 倉2006]。

明 治31(1898)年 に旭 川 まで鉄 道が開通 、翌年第 七師団 が札幌 よ り移転 す る こ

とが決 ま り、同33(1900)年 か ら部隊 の配属 が始 ま りま した。 和人の増加 に伴 っ

て土産 品の需要 も高 ま り、生活用具 や アイ ヌの文様 を彫 った雑貨 品(盆 、杖、手

拭掛 、糸巻、 ム ック リ、花瓶 敷 きア ッ トゥシな ど)を 副業 として作 る者 が近文 に

出て き ました。 それ らの 品を扱 う山田集珍堂 が開店 したの が明治33年 、続 いて

同36(1903)年 に は神崎 商店が 開業 しま した。神 崎商店 につ いて は創 業初期 の

写真 が残 され てお り、多数 の盆や衣 文掛 な どが並 ぶ店 の様子 を知 るこ とがで き ま

す[旭 川 市史編纂 委員会1959;相 川1995]。 明治45(1912)年 に発行 された 『北

海道鉄 道沿線案 内』 に は、近文駅 ・旭 川駅 の名物 として 「旭豆」 と 「アイ ヌ細工」

の二つが あげ られ てい ます[北 海道鉄道管 理局1912]。

図2　 神崎商店(明 治42年 の撮 影 とされ る)

　 工芸品で はあ りませ んが、明治の末頃 には絵 葉書 も登場 して きます。 これが 「名

物 」 として のアイ ヌの宣伝 に一役 買 って いた こ とは、確か で し ょう。 肖像権 な ど

の問題 が あ りますが、事情 を知 る人の高齢化 が進 んで い るこ とか ら、絵葉書 にっ

いて は近 い うち に、研 究が進 む こ とを期待 します。
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　大正時代 には、上述 した ように アイ ヌの救済策 の一つ として、行政 による工芸

品の買 い上 げや材料 の供 給が行 われ てい ま した。

　大正末期 、八 雲の徳川農場 で熊 の木彫 り製作 が始 まった のに数年 遅れて、旭川

で も近 文 に住 むアイ ヌの松井梅 太 郎が熊 を彫 り始 め ま した。 昭和5(1930)年

頃 には、佐 々木豊 栄堂の店頭 で実演販 売 も行 われ るよ うにな り、阿寒等へ の出稼

ぎ も始 まるよ うに な ります。 わずか10年 足 らず の間 に、木彫 り熊 は旭 川 を中心

に道 内の各地 に広 が って いきま した[相 川1995;川 上 ほか2000;金 倉2006]。

昭和10(1935)年9月24日 か ら、札幌 で北海 道庁 主催 の 「北海道 アイ ヌ手工

芸品展覧会」 が開催 され ま した。松 井梅 太郎が木彫 り熊で名誉 賞 を、杉村 テキシ

ランが ア ッ トゥシ織 で一等賞 を受 賞 して い ます。 出品者約80名 の一・覧 を見 る と、

旭川 をは じめ各地 で後 にアイ ヌ文化伝 承者 として知 られ る人 び との名が連 なって

います。 点数 は約500点 、5日 間 の入場者 は10,000人 とい う盛況 で、販 売 も行

われ ま した[社 団法人北海道社会事業協会1935]。

図3　 アイヌ手工芸品展覧会 『北海道旧土人概況』より

　 同年12月 、道庁社 会課 の 「肝煎 り」 で共 有財産 か ら約3,000円 の資金貸 出 を

行 い、 「旭 川 アイヌ手工 芸品組合」が設 立 され ま した。組合 員 の製作 品委 託販売、

指導講習会等 の開催 等 を柱 に10ヵ 年計画 とされ、組合長 は川村 力子 トで した[社

団法人北海道社会 事業協 会1936]。

　翌年 、陸軍北海 道大演 習 が行 なわれ、松井 の作 品等が天 皇 に献 上 され ま した。

昭和13(1938)年 には アイ ヌ民芸協会 が設 立 され、旭川 市出身 で東京芸術大 学

の彫刻家 ・加藤顕清が名誉会長 とな り、技術 向上のた めの講 習会 も開かれ ま した。

戦時 中は当然 の ことなが ら観 光客が減少 し、木彫 を して いた男性 た ち も兵役 につ

きました。 その よ うななか、旭 川で は戦 中 もデパ ー トで木彫 りが売 られ ていた と

いい ます[平 塚2000]。

　戦後 まもな く、北海道 民芸協会 旭川支部や アイ ヌ民芸協 団を は じめ、各種 の工
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杉 村満　談。
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年代は文献 により相

違 。

芸 に関す る団体 がで き、民芸運動 の影響 を受 けなが ら、展開 して いきます。 また、

米軍進駐 司令官 の要請 もあ り、米軍 デザ イナーの指導 を受 けて木工 芸品製作 は再

び活発 とな り、輸 出向け製 品 も作 られ るようにな ります。 国内向 けは置物 ・装飾

品が 中心で したが、 アメ リカ向けには実用 品が好 まれ、熊 のついた ブックエ ン ド

や プロ ッター(イ ンク吸 い取 りスタンプ)な どが 開発 され、生産 され ま した[旭

川市史編纂 委員会1959]1)。

　旭 川で 民芸 品の製作販 売 の推進役 となった のが、五 十嵐広 三(後 に旭 川市 長

や 内閣官房長 官 も務 めた人物、1926-)で す。昭和28(1953)年 に五 十嵐広 三

商店 として発足、翌29(1954)年 に企業組合 ・ほっかい民芸舎 とな り、 市か ら

資金 の貸付 を受 けて通年 一定価格 で製 品 を買 い上 げ るよ うにな りま した[五 十

嵐1970]2)。 加 入 してい るアイ ヌ30名 で は足 らず 、1～5月 まで の最 盛期 に

は200人 か らの和人 を動員 して家 内工業 として生産 し、全道 は もち ろん本 州方

面 に も出荷 した と記 され てい ます。30年 代初 頭、 ア ッ トゥシ織 りに よる土産 品

(テー ブルセ ンター、ハ ン ドバ ッグその他)が 中心で全 製品の60%、,木 彫 り熊類

は20%、 コケ シその他 の人形 の類 が15%と な って います[旭 川市史編纂 委員会

1959]。 昭和34(1959)年 には旭 川民芸土産 品研究 会が設立 され、前年 か ら開

催 されて いた旭 川民芸土産 品展示即 売会 を引 き継 ぐとともに、37(1962)年 か

らは旭川木彫 コン クールを実施 す るほか、後述 す る他 の コンクール ・展 覧会への

出品や、研修旅行等 を積極 的に行 い、製 品の向上 と後継者 育成 に努め ま した[旭

川民芸土産 品研 究会1978な ど]。

　 また、昭和34年 には北海道木彫工芸研 究会が設立(事 務局 は道立工業試験場 内)

され、 その主 な事業 は木材 の乾燥技術 の指導、 デザイ ンの向上改善、新デザイ ン

の開発、新作展 の開催 な どで した。会 員(約60名)の9割 は旭川 と札 幌の在住

者で した[平 塚1988]。

　戦後 しば ら くの間 は、観光地 のみや げ物店 も冬 はほ とん ど閉め られ、夏の間だ

け旭川 な どか ら職人が 出稼 ぎに行 って、熊彫 りな どの実演 を行 う状 態で した。次

第 に出稼 ぎ職人 を定住 させ、冬 の間に民芸 品をス トックす るようにな り、地元 生

産が定 着す る と、職 人(製 造者)も 店舗 を持 って小売 をす るよ うにな りま した。

阿寒 をは じめ、各観 光地 の小売店 主 に は旭川 出身者 が 少 な くあ りませ ん[平 塚

1988]。

6.戦 後～北海道観光ブーム

　 もう一度、北海道全体の動きに戻って見ていきます。戦後復興のため、観光は

官公庁の支援等を得ていち早 く取組みが始まりました。各地に観光協会や観光連

盟が設立され、道路整備がすすみ、バス路線も拡充されました。旅行雑誌での北
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海道特集が増 え、 ガイ ドブ ックや観光客 向 けの小冊子 も多数発行 され ま した。阿

寒 湖の ま りも祭が札 幌の雪 まつ りと同 じ昭和25(1950)年 に始 ま るな ど、観光

と関わ りの深 い行事 も現 れて くるよ うにな ります。

　 昭和30年 代 か ら40年 代 にか けて、北 海道観 光 ブー ム と呼 ばれ る時代 が あ り

ま した。 この ときに生産 された民 芸 品は膨 大 で、 多 くの アイ ヌも携 わ って お り、

現在 の工芸家 たちは 自身や父母 な どが何 らかの形 で この時代 の影響 を受 けて い る

とい って よいで しょう。 木彫 り製 品、特 に熊 は 「作 れば売れ る」時代 で あ り、土

産 物 を扱 う業者 は製品 の確保 ・安 定供給 に奔走 しま した。業界 の連携 が図 られ、

コンクール な どを とお して技術 の向上 や新 作の開発 な どに力が注 がれ ま した。熊

の次 には人形が流行 り、次 第 にアイ ヌの文様(模 した もの も含 む)の 入 った小物

やア クセサ リーが人気 を博 す よ うにな りました。

　 ア ッ トゥシ織 りは昭和30(1955)年 に近づ くころ、復活 され ま した。 ア ッ トゥ

シの生産 は明治後期 ～大正期 には激減 して いった と考 え られ、児玉 マ リが アイヌ

の衣類 の調査 を本格 的 に始 めた昭和29(1954)年 頃、平 取町 の二風谷 を除 いて

は織 る人 は殆 どな く、 その二風 谷で も織 り方 を知 るのは4、5人 の お年寄 りだ け

だった よ うです。 同地 の貝澤 はぎ(1912年 生 まれ)の 話 として、 「アツシの織 り

方 を教 えたの は、 もう20年 以上前 ですね。 …中略 …　 二風谷 もその ころは、 ア

ツシ を織 る人が少 なかった。私 も戦 時中 はゴザ ばか りだ ったね」 とあ ります[上

田1977:130-141]。 土産 品 の開発 に取 り組 んで いた旭 川 の北 海民 芸舎 で は、

二 風谷で作 られた ア ッ トゥシを買 い上 げ、ハ ン ドバ ッグな どの土産 品に加 工 しま

した。売れ行 きは好調 で、二風谷 と旭川 で は多 くの女性 が 内職 として織 り作業 に

携 わ りま した[貝 沢1983;萱 野1987;萱 野1993]。

　 観光 ブームが続 くなか、昭和30年 代後 半か ら、二風谷 をは じめ阿寒や旭 川 な

ど各地 に生 活館 や共 同作業 所 の開 設が相 次 ぎ ま した。 こ こで は、木彫 の講 習会

な どが開かれ、技術 の習得 と製品づ くりが集 中的に行 われ ま した。 この時期、多

種 のみや げ品 は開発 されて いま したが、多数生産 す るこ とが求 め られてお り、 ご

く一部 を除 いては、個人 が独 創的 な作 品作 りをす る環境 で はなか った と言 えるで

しょう。

7.ブ ームの後 に　模索か ら自主的表現の 時代 へ

　昭和40年 代 の半 ばか ら50年 代 に入 る ころ、観光 にお ける差 別や アイ ヌ文化

について誤解 を招 く行為 が糾弾 され るよ うにな ります[社 団法人北海道 ウタ リ協

会1977]。 そ して、アイヌ文化 を伝 えるために、アイ ヌ自らが文化 にっ いて解説 ・

表現す るた めの場 を増や して いきます。

　工芸 に関 して は、 「無 関係 な もの をアイ ヌ民芸品 と銘打 った り」 した問題 の改
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善等 か ら伝 統的 な物づ くりの見直 しがな され る一方、販売不振 か ら脱却す るため

の新 たな工芸品づ くりへの取 組み も始 まってい きます。

　公 的 な施策 としては、 ブーム も落 ち着 きを見せ る昭和49(1974)年 、平取 で

初 めての機動 職業訓練 が行 われ ま した。 これ は北海道 立高等技術専 門学 院の職 業

訓練 に位置づ け られ、 アイ ヌの居住者 が多い地 区で冬季 の約3ヶ 月、技術講習 を

行 うもので す。 同町で は木材工芸科 に始 ま り、57(1982)年 に織布 科、60(1985)

年か ら石 材加工 科が増や され、毎年 約30人 が受講 して い ます[二 風谷観 光振興

組合1998]。 日高 管 内 の ほか、 開始 時期 や 科 目は異 な ります が、胆 振 や旭 川、

釧路 な どで も開講 されてい ます。札幌 では昭和55(1980)年 に初 めて刺繍 の機

動訓練 が行 なわれ、 その背景 には 「行事 のあ る度 に民族衣服 を借 りに歩 く」 ので

はな く、 自分の手 で作 りた い とい う理 由が あ りま した[社 団法人 北海 道 ウ タ リ

協 会1981]。 機 動訓 練 を契機iに工 芸 に取 り組 む人 もお り、後 に講 師 とな る人 も

出てい ます。

　 木彫 りは、それ を職業 として若 い ころか ら始 め る人が多数で す。 対 して、織物 ・

編物 や刺繍 は兼業 者が多 くい ます。女性で は子 育てが一段落 してか ら取 り組み始

めた とい う人 も少な くな く、機働 訓練や各種 の講 習会 は、 その きっか け ともなっ

て います。裾野 の広が りは、新 た な工芸家 を育て、市場性 に とらわれ ない作品 も

生み 出す こ とにな った といえ ます。

　 アイ ヌ文化全般 に関 して は、昭和59(1984)年 に伝 統芸能 として舞踊 が重要

無形 民俗文化 財 に指定 され ま した。昭和 の終 わ りか ら平 成 に入 る ころ、(財)ア

イ ヌ民族博物 館(白 老)を は じめ、旭川 市博物館 や平取 町立 アイ ヌ文化 博物館、

萱野茂 二風谷 アイ ヌ資 料館 な どでは体制 も新 たに、 若手の アイヌが学 芸員や運 営

者 の一・員 として博物館 活動 を担 うよ うにな りました。 それ ら以外 の道 内外の多 く

の博 物館 において も、 アイヌ資 料の見直 しや アイ ヌ文化 に関 す る学 習会等が増 え

て きます。(社)北 海道 ウタ リ協会(当 時)で は工 芸者 技術者研修 の内容 を刷新 し、

平 成ll(1999)年 か ら国立 民族学博物館 の外来研 究員 として工芸家 た ちを受 け

入れ るよう打診 しま した。 同館 は要請 に応 え、調査研究 の支援 を続 けてい ますが、

それ は同時 に国立民族学博物館 に とって も資料活用 につ なが ってい ます。

1993年 の国際先住 民年 に は、 アイ ヌ文化 、特 に工 芸 に関 す る展示会 等 も多数催

され、新 聞等 の マス メ デ ィアで も各 種 の特集 が組 まれ ま した。 そ して、平成9

(1997)年 に アイ ヌ文化振 興法が施 行 され、平成 に入 ってか らの二十年余 りの間

に アイ ヌ文化 の周知度 は飛躍的 に増 した よ うに思 われ ます。

8.工 芸展 ・コンクールの役割

ひ ととお り工芸 に関す る流 れ を概 観 した ところで、現代 の作 品につなが る工芸展
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につ いて振 り返 ってみ ます。旭 川 の章で 記 した よ うに、古 くは昭和10(1935)

年 に アイ ヌ工 芸品展 が開催 され ま した。 コン クールや工 芸品展 は、技術 の 向上 、

新 しい作 品づ くりな ど作 り手 に影響 を与 え る とともに、普及 に も一・役買 ってい る

とい うことがで きます。 コンクール には出品 しない とい う工 芸家 もい ますが、一

般的 に作者 に とって受賞 は励 みで あ り、受 賞者 の店 には賞状 が飾 られ てい るこ と

も少 な くあ りませ ん。以下 に、アイ ヌの工芸 に関す る ものをい くつか紹介 します。

昭和35(1960)年 に北海 道木 彫工 芸研 究会 と北海 道木 彫 工芸協 同組 合 の共催、

北海道商工会議所連合 会の後援 に よ り 「第1回 北海道観 光民芸品展示即売会 」が

札 幌で開催 され ま した。 これ には アイ ヌ以外 の工 芸家や企業 か らの 出品 も含 まれ

て い ます が、開始後 しば ら くは旭 川 勢 の活 躍 が 目立 ち ま した。昭和40(1965)

年 か らは社団法人北海道 貿易物産振興会 が主催団体 とな り、翌年 の第7回 か らは

「北海道観光 民芸品展」 と名称 が変更 にな りま した
。46(1971)年 度の第12回

か らは 「北海道秀 作民芸 品展 」、28回 目か らは 「秀作 民芸品 コンクール」 と名称

を変 え、平 成元(1989)年 の第30回 まで 開催 され ま した。 この間 を とお して、

熊 とアイ ヌをモチー フ とした作 品 は主 流 で した[社 団法人 北海道 貿易物産 振興

会1990]。

　北 海道 ウ タ リ協会主催 で昭和39(1964)年 度 に始 まった 「北海道 アイ ヌ民芸

品 コンクール」 は、道 内の ウタ リ協会会 員か ら募集 した工芸品 の コンクールです。

昭和54～56(1979～81)年 度 は一 時中断 して現地講 習会等 に変 わ りま したが、

再 開 して、平成8(1996)年2月 の開催 か ら、 回数 は受 け継 いで名称 は変 更 し

「第29回 北海道 アイ ヌ伝統工 芸展 」 とな りま した
。 昭和40年 代か らい く度か の

部 門分 けの試 行が あ り、58(1983)年 度か らは 「伝統工芸」 と 「一・般工 芸(民 芸)」

の二部 門に分 かれ、現在 に至 ってい ます。審査 は、伝 統部門で は伝統 性、技術性 、

芸術性 を、一・般部門で は芸術性 、技術性、市場性 に視点 をおいてい ます。

図4　 札幌機動訓練作品展(北 海道 ウタリ協会 「先駆者 の集い」27号 ・1981)



1歴 史一 近世から現代

同協 会で は、平 成8(1996)年 か ら同展(コ ンクール)で 上位 入賞 を3回 果 た

した人 を優秀工芸 師 と認定 し、作者 お よび作 品を展示会等 で紹介 、 アイ ヌ文化 の

理解 と新 たな販路拡張、後継者 の育成 に努 め る、 としてい ます。2011年 現在13

名 の優秀工芸師が います[社 団法人 北海道 ウタ リ協会1994な ど]。

　 このほか阿寒で は昭和50(1975)年 か ら 「阿寒 クラフ ト民工芸展」が は じま り、

下 って平成9(1997)年 度か らは財 団法人 アイ ヌ文化i振興 ・研究推進機構 で も 「ア

イヌ工 芸作品 コンテス ト」 を毎年 開催 し、2011年 で15回 に達 しま した。 また、

同財団で は個展や グループ展開催 のた めの助成 も行 なってお り、 アイ ヌの工芸が

展示 され る機会 は格段 に増 えてい ます。

9.お わ りに

　 ここまで見て きた とお り、政策や世相 によ りアイヌ民族 のおかれた状況 は変化

し、経済活動 の一つで あ る工芸品 の製作 は、 当然 の ことなが ら市場 の動 向 と無縁

で はあ りませ んで した。工芸 にっ いて はまだ総合 的な調査研究 の域 に達 してい ま

せ んが、 これ を含む アイ ヌ文化研 究 は、今 日進展 しつつ あ ります。

　 1990年 代 以降、 それ までの史観 を脱 した近世史 の見直 しや、公 文書 や新 聞記

事等 を含 む近現代史料 の掘 り起 こしな どが盛 んになって きてい ます。 若手や在 野

の研 究者 のひろが りとともにアイ ヌ自身 によ り、これ まで とは違 った視点か らの、

そ して詳細 な調査研究が進 め られて います。工芸 につ いて も新 たな知 見が得 られ

る可能性が高いで しょう。

　研 究の成果 は公開 され、展示や普及事業 に活か され、 アイヌ文化 への理解 ・関

心が深 ま り、 アイ ヌ文化 の担 い手た ちに還元 されて い くことと思 い ます。博物館

や美術館 等の収集 を含 め、工芸品の市場が ひろがれ ば、多様 なニーズ も出て きま

す。 そ うしたなかで、工芸が今後 も変化 を続 けてい くの は自然な こ とです。

　 しか し、素材の持つ力 を引 き出 そ う(持 っ力 に導かれ る)と す る姿勢や、使 う

人(や 見守 るカ ムイ)に 気 に入 られ るよ う造形や装飾 に こだ わ り、心 を こめて丁

寧 につ くる とい う精神 は、変わ らず に受 け継がれ るもの と思 います。そ して、古

い物 に触 れ る ことは、新 しい ものづ くりへの力の源 とな るで しょう。

　一・方、現在複製 されて いる民具 は、かつて生活用具 として使 われ ていた物 の持

つ迫力 に欠 ける との指摘が あ ります[野 本 ほか2003]。 この こ とは、真摯 に受

け止 めるべ き もの と考 えます。実用 され る物 をつ くることに よって品物 は洗練 さ

れ、人 の心 に迫 る力 は満 ちて くる と考 えます。多 くの人 の手で使 われ る ことは、

アイ ヌ工芸の真価 を鍛 えこそすれ、価値 を失 うとは思 い ませ ん。将来 的 に、 アイ

ヌの工芸品が よ り多 くの人 に愛用 され るようにな るこ とを期待 してい ます。
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　紙幅 の都 合上お よび筆者 の力量か らも限 られた事例 を紹介 す るに留 ま り、文献

につ いて も絞 り込 んで います。引用 文献 の多 くは、筆者 の1994年 の論文[齋 藤

1994]に 収 め てい ます。抜刷 が若干 部 ござい ますので、 ご関心 の あ る方 は、 ご

連絡 くだ さい。

　調査研 究の上で、 そ して現在 伝 え られてい るアイヌの文化 を知 るうえでの教示

を くだ さった、多 くの方 々 にお礼 を申 し上 げます。文 中、敬称 を略 した こ とをご

容赦願 い ます。
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